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全国社会就労センター協議会 

 

 

記入日：令和２年７月 31 日 

所在地（都道府県/市町村）：北海道伊達市 

法人名：社会福祉法人 タラプ 

施設・事業所名：障害福祉サービス事業所 i・box 担当者名：梅田 

事業種類：就労継続 B型 自立訓練（生活訓練・宿泊型） 

主たる障害：精神 令和２年３月末現在 
定員： 51   人 

TEL:0142－21－7007 FAX:0142－21－7009 E-mail:m.umeda@tarap.org 

 

 

①  令和元年度までの主な取り組み内容 

就労継続支援 B型事業 

3部門運営：パン製造販売、病院売店運営、介護用品配送 

 

 

② 施設・事業所における新型コロナウイルスの影響 

パン販売：売上減少 （出店先の臨時休業等） 

 

 

③ コロナ下において新たに始められた取り組みの内容 

事例タイトル：感染拡大防止 ～地域の感染状況に合わせての体制整備～ 

取り組み内容： 

感染拡大防止対策として地域の感染状況に合わせての体制 整備 

 利用者の活動時間制限による同時利用者数調整（午前、午後の 2部制での利用者分散） 

 送迎車の利用定員削減 

 宿泊型利用者の外出調整 

 

 

④ ③の取り組みを始めたきっかけ・工夫した点 

地域の感染者状況により策定 

 

利用時間減少による利用者の工賃補償 

 

⑤ 取り組みの効果（売上や顧客、利用者、職員、地域等における効果） 

感染者未発生継続 
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⑥ ③の取り組みを開始するにあたり新たに導入した生産設備・備品（経費・財源）等   

なし 

 

 

 

⑦ 今後の課題・展望 

2部制維持の為の送迎体制が本来の事業体制の 2倍になっている点 
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